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〒187- 8505 東京都小平市小川町 1-736
tel：042- 342 -7945　fax：042- 342 -7942
e-mail：kokuban@musabi.ac.jp

お問い合わせ先

2017年度グッドデザイン賞を受賞しました！

学生の自主的な活動として、10 年以上続く実績が高く評価されました。
「教育・推進・支援手法」の分類では美術大学として初の受賞となります。

最新情報は大学ホームページをご覧ください
http://www.musabi.ac.jp/collaboration/spread/tabimusa_project/

旅するムサビブログ
http://tabimusa.exblog.jp

黒板ジャック

公開制作

旅ムサステイ

対話型鑑賞

ワークショップ

高校生

大学生

他大学

小・中学校

NPO
美術館

作家、アーティスト

青年会議所

地元住民

保育園

大学生との交流
進路指導、キャリア教育の一貫として

現場での実践的な学び
コミュニケーション能力
ファシリテーション能力の向上

大学間でコラボレーション
ジャンルを超えた学び

図工や美術の授業

児童生徒→美術の魅力を伝える
教員→研修や授業改善の場として

研究会

ボランティア・サポーター研修

地元作家が授業などに参加
作品発表の場として

学生作品の貸し出し

朝鑑賞 週に一度、朝の学級活動で、
全クラスで対話型鑑賞を行う

学校のほか、
予備校などで活用

海外へのプログラム普及

地元の魅力を再発見／伝える機会

地域活性化
地方などで生の美術に触れる機会 作品展示

教育委員会

滞在中に制作した作品の
巡回展を地元で開催

大学生とともに
地元の中学校などで黒板ジャック

震災における復興支援 被災地出身の学生が企画
地元の大学生とともに実施

園内の装飾や、
保育士の研修として

ムサビる！夏休みの 2日間
学校を美術館にする

取り組み

旅するムサビプロジェクトは、他大学と連携した活動へと拡大しており、2016年度までに24大学とのコラボレーション
を行なっています。また、小中学校や高等学校の授業のみならず、教育委員会の研修や美術館の講座などにも利用され
ています。海外でも活動を展開し、2015 年に上海、2016 年・2017年には台湾を訪れ、台湾に向けては鑑賞教育のプロ
グラム輸出を開始しました。このような活動を通し、旅するムサビプロジェクトは本学のみのプロジェクトではなく、
課題解決へのプラットフォーム形成へと成長しています。

美術を通して社会を変えていく
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プロジェクト

旅するムサビの広がり

留学生


	旅するムサビパンフレット_web用
	裏

